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確率変数をポテンシャルとするシュレーディンガー作用素（ランダムシュレーディンガー
作用素, RSO と略記）において、そのスペクトルの局在性・非局在性の判定は重要な問題
である。非局在状態の理解は局在状態に比べあまり進んでいないが、近年、準位統計（特
定のエネルギー近傍での局所的な固有値の確率分布の極限を調べること）を通してこの性
質を調べる研究がよく行われている。厳密に知られている非局在状態の例である１次元減
衰系（空間遠方で減衰するポテンシャルを持つRSO）では、スペクトル構造と準位統計と
の関係について、大雑把には次の関係が知られている [KS, KN1, KN2, CN]。
(i) 絶対連続スペクトル⇐⇒ clock process, (iii) 点スペクトル⇐⇒ Poisson process

本講演では、random dimer model と呼ばれる１次元RSO を考える。そのスペクトルß は
全て点スペクトルであるが、その中に有限個の点 {E(j)

c }J
j=1 が存在し、そこでのみリアプ

ノフ指数が 0 になり、±0 を初期値とする時間発展は局在しないことが知られている [JSS]。
我々は次を示した。

定理 (with P. Hislop)
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j=1 での準位統計は clock process であること
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∩ ß では、技術的な仮定の下で Poisson process であること
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